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第二小学校区 

宝物マップ 

≪富塚≫ 

≪折立≫ 

③西輪寺 

④小金牧資料 

⑤矢の橋 

⑥鳥見神社 

⑦歓喜天 

⑧切られ庚申 

⑨来迎寺 
 （菖蒲まつり） 

⑩熊野神社 

 地名「富塚」の最も古い記

載例は、慶長 7 年（1602）

『富塚村水帳』（川上一男家

文書）にみられる。また、た

くさんの塚があったことか

ら富塚になったと伝えられ

ている。 

 折立は江戸時代の古村の

ひとつで中世の白井郷から

切り出された村であったと

考えられる。明治 22 年の白

井村への合併で、折立村を

折立と省略して地区名とし

て残り、現在に至っている。 

① 大下の太子堂 

②十字の墓 



トイレ利用出来ます 

 ③西輪寺 

 天台宗の寺院で文禄２年（1593 年）の開基とされ、

本尊は阿弥陀如来。境内には本堂の他に、太子堂庫裡、

門がある。しろい七福神の福禄寿が祀られている。 

 

④小金牧資料 
 江戸時代に牧を管理する牧士を勤めてい

た川上家には、多数の資料が伝えられ、千葉

県指定文化財及び白井市指定文化財に指定さ

れている。原則非公開となっているが、文化

財の所在を示す石碑が建っている。 

  

 

⑤矢の橋 
 柏市と境界に架かる小さ

な橋の名前。昔起こった戦の

際、矢が重なって橋のように

なり、そこから矢の橋の名が

ついたという伝承がある。 

現在は橋はなく、周辺を

「矢の橋」と呼んでいる。 

⑥鳥見神社 
 創建の時期は不明

だが、慶安３年（1650

年）の棟札も残ってい

る。現在の本殿は文化

９年（1812 年）のもの

と考えられ、一間社流 

⑦歓喜天 
仏教の守護神の１人で、人身象頭の特異な姿をし

ている。明和８年（1771 年）に、富塚地区の西輪寺

の関係者によって奉納されたもので、現在は覆い屋

の中に納められている。 

⑧切られ庚申 
 宝永３年（1706 年）に建て

られた三猿庚申塔。背面右側

が大きく抉
えぐ

られている。この

庚申塔は江戸時代に我孫子か

ら白井を経て松戸へと続いて

いた「鮮魚
な ま

道
みち

」の脇に建ってい

たもので、抉
えぐ

られた跡は夜中

に火の玉に襲われ、刀で切り

付けた刃跡といわれている。 

⑨来迎寺 
 天台宗の寺院で、承久年間

（1219 年～1220 年）の開基とさ

れ、本尊は阿弥陀如来。他に毘沙

門天、不動明王、閻魔王、奪衣婆

の５軀の仏像がある。 

⑩熊野神社 
 創建は不詳。祭神は

伊饒那美命
いざなみのみこと

ほかを祀

っている。棟札から宝

暦３年（1753 年）に建

てられ、木造の一間社

流造で屋根は桟瓦葺。

特に 庇 柱
ひさしばしら

の正面に

彫り出されている龍

が見事。 

②十字の墓 
富塚の大下のお墓群に明治 13 年 11

月 5 日に洗礼を受けた「神僕イリ

ヤ・・・」 

と彫られた十字の墓がある。この時代

何人かの洗礼を受けた人達がいた。 

 

① 大下の太子堂 

江戸時代の天明期、大洪水、大出水が富塚村を

襲った。利根川の側の土手が決壊したため、木造

の太子像流れ着いた。元の像の所在地に届けたが、

また洪水がおき、川に浮き沈みしている太子像を

救い上げ、富塚の木下に太子堂を建て祀ったと伝

えられている。 

造、総ケヤキの素木
し ら き

造で、本殿の随所に壮麗な彫刻が

施されている。特に庇 柱
ひさしばしら

の龍の彫刻は見事である。 

 
【しろい七福神・菖蒲まつり】 

 毎年５月上旬、来迎時の境内

で太鼓や歌謡ショーが行われ、

模擬店も多数出店。 

寺前の、有志で整備した菖蒲園

の菖蒲も見事。 

境内には、江戸時代の大火を潜り抜けた市指定天然記

念物の火伏の公孫樹としろい七福神の布袋尊がある。 


